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次回（４月 ８日）の例会は、     

 

「 服部良一から筒美京平へ 

ポップス系歌謡作曲家の日本的系譜 」  

村口 年治 会員 

 

 

       

 

 

 

 

例会日   月曜日 12:30～１３：３０ 

例会場   リーガロイヤルホテル小倉 

事務所   小倉北区堺町1-2-16-3F 

ＴＥＬ    ０９３－５３１－４０１５ 

ＦＡＸ    ０９３－５３１－１０２２ 
   

 会長の時間（３月２５日  １３３２回 例会記録）    梶原会長       
 

出席報告  ３月２５日 

 

 

在籍会員数 ４３名 

義務出席者 ３９名 

ゲスト    ０名 

ビジター     サイン受付    ２３名 

本日出席数   ２７名 

本日出席率 69.23% 

前々回修正出席率 93.02％ 

２０２３～２０２４年度 

小倉中央ロータリークラブ週報 

第１３３３回 例会                    ４月 １日(月) 

 

本日の卓話     「インターアクト国内研修活動報告」 

                東筑紫学園高校 インターアクトクラブ       

 

  

 

   

    

                       

       

  

そろそろ春がやって来ますが、天気が不安定で桜の開花が遅れているそうで

す。しかし思い返せば私が小学生ぐらいの時は「桜＝入学式」だったので、そんな

に変わった事でも無いように思います。とは言え、昭和生まれの人が知っている季

節感と今の季節感はずいぶん変わってきたと感じます。 

 現代では気候変動、特に温暖化に関して世界中が注目し、色々な対策を模

索していますが、ここへ来て新たな学説が語られるようになりました。それは

“2030年氷河期説”です。 

 実は「小氷河期」と言われる気象状況は結構起こっていて、西暦に入っても

1300年～1917年まで 617年も表氷河期だったとされ、様々な異常気象が

あったそうです。その後、太陽活動が活発化して温暖化傾向にあったのですが、

1960年～1979年に再び太陽の活動が低調になり、氷河期の到来が心配

され「北極海の船の航行を妨げる海氷をどうやって融解させるか」と言う問題が、

国際会議で真剣に議論され、原子力の利用さえ検討されていた程です。 

1980年代（私が中学生の頃）に入り、書店に氷河期に関する本が棚積

みされていたのをよく覚えています。 

それ以降も人工衛星による北極の観察や太陽の観察研究が進み、英ノーザ

ンブリア大学のザーコバ教授率いる研究チームが太陽の外側と内側に異なる電

磁波を発見し、その２つの電磁波の共鳴の具合が太陽の活動の周期に連動し

ていると発表しました。 

その研究によると、現在の太陽活動のピークは 2022年であり、2030年か

ら電磁波の共鳴のずれが顕著となり、太陽活動が最大 60％も減少するとの事

です。そうなると植物の育成にも影響が出て、人間も動物も食糧が不足し、大

飢饉が起こる事が予想されます。また食糧の不足は戦争を引き起こし、正に暗

黒の時代へと突入する可能性が出てきました。これは宇宙規模の出来事なの

で、今の科学力では解決不可能です。 

 人類はこの危機を、どう乗り越えていくのでしょうか。 

             

 

 

 

 

 ４月のお誕生日   
     

   ２４日  江口 勇二会員 

   ２７日  大久保 裕文会員 

   ２８日  賀来 正幸会員 

    

 

     今月の主な予定 

 

１日(月)    定例理事会 

８日(月）  次年度理事会 

１2日(金)   地区大会ゴルフ 

13～14日   地区大会 

17日(水)   二水会 
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・退会のお知らせ 

 鈴川賢一会員が 3月末で退会となります。短い間でしたが 

ありがとうございました。 

4月より後任の方が入会となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        鈴川さん、お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村会員―今日は、足元の悪い中、ご参加ありがとうございます。 

        一句下さった方々、感謝です。 

        桜もなく雨でもありますが、今日は楽しみましょう。 

羽地会員―雨の日に出席ありがとうございます。 

        楽しみましょう‼ 

池浦会員―ハイサイ！先々週、長女の 5年遅れの結婚式を沖 

        縄で挙げました。忘れたころの式でしたが嬉しかったの 

        でニコニコします。 

巫部会員―神理学園の塾から東京芸術大学、広島大、北九 

大に合格しました。4年前に京大工学部に入学し 

た子供が首席で卒業しました。 

浅海会員―長戸さん、二水会準優勝おめでとう！帰りの車はあ 

たらなかったですか？ 

鍋島会員―鈴川さん、寂しくなります。お世話になりました！ 

                    合計    １０，０００円 

      

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹事報告                      森本幹事  

 

ニコニコ献金報告             

累計 ４９９，７５０円 

ロータリー川柳(俳句)コンテスト  2024年  観桜会  於：アートホテル小倉 
 

第 １ 位      親睦と 奉仕 肴
さかな

に 春の宵
よい

（酔い）     ～作者 吉田裕彦～      

第 ２ 位      蔵開き とことこ電車と 菜の花と         ～作者 長戸 操～ 

第 ３ 位      出会い系 登録したら 皆サクラ         ～作者 梶原謙吾～ 

親睦委員長賞   桜咲き 今年も元気 がんばるぜ         ～作者 浅海輝二～   
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小倉中央 RC観桜会 ＆ 鈴川賢一会員送別会 

 鈴川さん、短い間でしたが、お世話になりました。どうぞお元気で。 

 


